
３Ｄスキャナ・３Dプリンタ講演会のご案内 

 
                       主催：新潟県工業技術総合研究所 

 

３Ｄプリンタや３Ｄ－ＣＡＤソフトの導入が県内企業でも増えており、これらを使いこなす

ための３Ｄスキャナによる形状入力やデータ編集、データ変換に関するニーズが高まっていま

す。新潟県工業技術総合研究所では、公益財団法人ＪＫＡの補助を受けて３Ｄスキャナと３Ｄ

ソフトウエアからなるシステムを導入したので紹介します。また、新潟大学の異分野研究交流

グループである「ハイパーいこう会」との共催で、３Ｄプリンタによるものづくりに関する講

演会を開催します。 
 

講演会 

１．日時：平成２８年３月１６日（水）１５：００～１７：４５ 

２．会場：新潟県工業技術総合研究所 講堂 

（新潟市中央区鐙西1-11-1） 

３．内容：『３Ｄスキャナと３Ｄソフトウエアによるもの作り』15:00～15:30 

新潟県工業技術総合研究所 研究開発センター 専門研究員 中部 昇 

公益財団法人ＪＫＡの補助を受けて導入した３Ｄスキャナ（Geomagic Capture）

と３Ｄソフトウエア（Geomagic Design X、共に3D Systems社製）からなるシステム

と、これを活用したもの作りを紹介します。 
 

---------- 第13回 ハイパーいこう会 15:30～17:45 ---------- 

『施設見学』15:30～16:00 

３Ｄプリンタなど当所の施設を紹介します。 

『３次元データは図面に非ず～３Ｄプリンタの表裏～』16:00～16:45 

新潟県工業技術総合研究所 素材応用技術支援センター 参事 阿部 淑人 
３Ｄプリンタが世間で注目されて暫く時間が経ちましたが、まだその本質が十分

に理解されているとは限りません。３次元データに関しても同様に従来からの２次

元図面の延長線上に捉えられることもありますが、それも正確な理解ではありませ

ん。ここではデジタルものづくりを、３次元データという仮想物体として制作する

ことから開始するという観点で話を進め、様々な３Ｄプリンタの分類やこれまでの

加工技術との類似・相違などについて説明します。 

『３Ｄプリンタの医療分野への応用』17:00～17:45 

新潟大学産学地域連携推進機構 教授 尾田 雅文 

３Ｄプリンタによる造形は、金型を必要とせず、切削困難な複雑な形状の造形物

が、比較的速やかに得られる特徴を有しています。一方、患者個々の疾患部位の三

次元モデルを、術前検討（モデルサージェリ）に用いることは、より的確な手術計

画を立てる上で有益と考えられ、このようなことから、３Ｄプリンタは、近年の先

進医療を支える技術の一つとして有望視されています。ここでは、医療画像やレー

ザスキャナから術前検討モデルを製作するプロセスや臨床応用例等について紹介し

ます。 
 

４．参加費： 無料 



 

申込方法：裏面申込書に記載し、電子メールかFAXでお申込みください。 
 

新潟県工業技術総合研究所 下越技術支援センター  担当：大野、小林 

 〒950-0915 新潟市中央区鐙西1-11-1  TEL:025-244-9168  FAX:025-241-5018 

                                    E-mail : hohno@iri.pref.niigata.jp  
 
 
 

 

新潟県工業技術総合研究所 下越技術支援センター 大野 行        FAX 025-241-5018 

 

３Ｄスキャナ・３Ｄプリンタ講演会 申込書 

 

会 社 名  

連絡先・所在地 

（TEL・FAX） 

〒 

 

（TEL    ―    ―        FAX    ―    ―      ） 

参加者名 

役職名 

 

氏 名 

役職名 

 

氏 名 

Ｅ－ｍａｉｌ 
アドレス            ＠ ＠ 

※ご記入いただいた情報は、新潟県からの連絡・情報提供のみ利用させていただきます。 

この講習会は、競輪の補助

を受けて実施しています。 


